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【学校教育目標】 

☆よく考え進んで学ぶ子
 

☆心豊かで思いやりのある子
 

                                              ☆健康でたくましい子 

 

 

 

   全国学力・学習状況調査の結果について 
 

 4月17日に6年生を対象に行われた全国学力・学習状況調査が実施され、先日、新聞等で調

査結果が公表されました。今年度は国語A（主として「知識」に関する問題）、国語B（主と

して「活用」に関する問題）、算数A（主として「知識」に関する問題）、算数B（主として

「活用」に関する問題）の他、3年に1度の理科も実施されました。 

 また、学力調査とは別に、学習や生活の様子の項目を質問した「児童生徒質問紙」による

調査がありました。今年度の本校の調査結果についてお知らせ致します。 

 

   児童生徒質問紙調査の結果 

 

１．学習に関する事項 

   

   ①「家で、自分で計画を立てて勉強している」の項目で 

     「自分で計画して勉強している」の割合が全国平均を上回っていました。 

   ②「１日１時間以上勉強している」の項目で 

       「１時間以上勉強している」の割合が全国平均を上回っていました。 

  →年度当初よりの学校全体での家庭学習への取組や、学級での課題の出し方に加えて、ご

家庭での声かけが有効だったとご協力に感謝しております。。 

   また、本校では、日頃の授業改善の取組に加えて、算数科においてTTや習熟度別授業を

実施しています。今回の算数科の学力調査では、後に記述がありますが、全国平均を上回

っていました。今後も学校とご家庭で連携しながら、子ども達の学びを見守っていきたい

と思います。どうぞ、よろしくお願い致します。 

   

２．自己を捉える質問事項 

   

   ①「自分にはよいところがあると思っている」の項目で 

      全国平均をやや上回っていました。 

  →各学級や委員会活動での取組、また運動会や学習発表会において、仲間と協力して成功

させた充実感を持てたのではないかと分析しています。ご家庭においても、短期、長期で

のお子さんの目標を聞いてあげたり、経過を聞いてあげることで、自分の中で取組を確認

出来たり、改めて課題に向かうことが可能になります。継続して、ご家庭と連携して子ど

も達の自己有用感を高める取組を実施していきます。 

   

   ②「地域や社会をよくするために何をすべきか考える」の項目では 

        全国平均を下まわっていました。 

  →コミュニティ・スクールで地域との連携を強める中から、ふるさと教育等を地域と共に

更に充実させ、子ども達が地域との関わりについて考えさせる教育課程を進めて参りま

す。 

まど  



  国  語  
「国語Ａ：主として知識」について、「読むこと」、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」にお
いては全国平均をやや上回っています。一方、「話すこと・聞くこと」においては全国平均と同様で、「書
くこと」においては、全国平均をやや下回る結果となりました。 
「国語Ｂ：主として活用」について、「読むこと」においては全国平均をやや上回っています。「話すこ
と・聞くこと」、「書くこと」においては全国平均を下回る結果となりました。 
 

【国語Ａでの６学年児童の正答率が高かった問題】 
ア 目的に応じて必要な情報を捉えて読むこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【国語Ａでの６学年児童の正答率が低かった問題】 
イ 自分の想像したことを物語に表現するために、文章全体の構成の効果を考えて書くこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【国語Ａの分析】 

○国語Ａの平均正答率は全国・北海道の正答率

をやや上回っています。 

○「話すこと・聞くこと」領域の正答率は

90.9％、「読むこと」領域の正答率は 76.4％、

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事

項」領域の正答率は 68.6％と、いずれも全国・

北海道の正答率をやや上回っています。 

○「書くこと」領域の正答率は 72.7％と、全国・

北海道の正答率をやや下回っています。具体

的には、「物語を書くときの構成の工夫の説明

として適切なものを選択する」問題の正答率

がやや低い状況です。 

○「学年別漢字配当表に示されている漢字を正

しく書く（せっ極的）」問題の正答率がやや低

い状況です。 

○全体を通して、無回答率が低い状況です。 

【国語Ａにかかわる今後の取組】 

○文や文章を書く際には，主語と述語との関係に注意するなど、正しく書くことの大切さに気付くことができるよう

にすることが重要です。そのため、書いた文章を推敲する学習を繰り返し、書き直したものが読みやすくなり、相

手に伝わったということを児童が実感できるような指導を行っていきます。 



 
 
 
 
 
 
【国語Ｂでの６学年児童の正答率が高かった問題】 
ア 目的に応じて、複数の本や文章などを選んで読むこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【国語Ｂでの６学年児童の正答率が低かった問題】 
イ 目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【国語Ｂの分析】 

○国語Ｂの平均正答率は全国の正答率をやや下回って

います。 

○設問１三「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の

意見と比べるなどして考えをまとめる」問題、設問

２二「目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、

詳しく書く」問題の正答率がそれぞれ 27.3％、9.1％

と低く、全国と比べても下回っている状況です。 

○設問１三（上記）、設問２二（上記）、設問３二「目

的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考

えを明確にしながら読む」問題の無回答率がそれぞ

れ 9.1％、3.6％、9.1％と高く、「条件に合わせて書

く」問題に対して苦手意識をもっていると考えられ

ます。 

【国語Ｂにかかわる今後の取組】 

○自分の考えをまとめる際には、相手の意見と自分の意

見との共通点や相違点を整理することなどが大切で

す。相手の意見を聞いて考えたことや、共感したり納

得したりした内容や事例を取り上げるなどして、自分

の考えを筋道を立ててまとめることができるように指

導を工夫していきます。 

○文章を書く活動では，児童の興味・関心に応じた題材

を設定したり、目的や相手を明確にしたりすることで、

児童が主体的に取り組むことにつながります。効果的

に学習を進めるために、文章を書く際にスピーチにし

たり、本を読んで書いたりするなどの言語活動との関

連を図り指導していきます。 

○目的や課題に応じて図表やグラフなどの資料を意図

的・計画的に活用し、それらの読み方について指導す

○文を書くに当たって、主語と述語との関係だけではなく、修飾と被修飾との関係や、「だれが」、「いつ」、「どこで」、

「なにを」、「どのように」、「なぜ」など、文の構成について理解することができるように学習活動を工夫した指導

を行っていきます。 

○漢字を正しく書く学習では、漢字のもつ意味を考えながら文や文章の中で正しく使うことができるように指導して

いきます。書く活動と関連付けるなどして、短文で繰り返し読んだり書いたりする機会を増やしていきます。 



 算  数  
「算数Ａ：主として知識」について、すべての領域において全国平均を上回っています。特に「量と測
定」領域においては、平均正答率が 76.8％と全国平均を 4.1％上回る結果となりました。 
「国語Ｂ：主として活用」についても、すべての領域において全国平均を上回っています。特に「図形」
領域においては、平均正答率が 66.4％と全国平均を 6.5％上回る結果となりました。 
 
【算数Ａでの６学年児童の正答率が高かった問題】 
ア 単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解していること（４（２）の問題） 
イ 折れ線グラフから変化の特徴を読み取ること（９の問題） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【算数Ａでの６学年児童の正答率が低かった問題】 
ウ 180°や 360°を基に分度器を用いて、180°よりも大きい角の大きさを求めること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【算数Ａの分析】 

○算数Ａの平均正答率は全国・北海道の正答率を上回っています。 

○「数と計算」領域の正答率は 65.5％、「量と測定」領域の正答率

は 76.8％、「図形」領域の正答率は 60.6％、「数量関係」領域の

正答率は 64.7％と、いずれの領域においても全国平均を上回っ

ています。 

○設問別に見ると、１（３）「１に当たる大きさを求める問題では、

除数が小数である場合も除数を用いることを理解している」問

題、３「十進位取り記数法であらわされた数の大小について理解

している問題」、５「180°や 360°を基に分度器を用いて、180°

よりも大きい角の大きさを求める」問題において、全国と比べて

それぞれ 1.7％、1.9％、4.0％下回っている状況です。 

【算数Ａにかかわる今後の取組】 

○計算の指導に当たっては、計算の意味について理解すること、計

算の仕方を考えること、また計算に習熟し活用できるようにす

ることが大切です。今後も、数直線や図などを用いたり、具体的

な場面に当てはめたりして数量の関係を捉えるようにして，乗

数と積の大きさ，除数と商の大きさの関係を調べる活動を取り

入れていきます。 

○「量と測定」領域では、問題解決に必要な情報を選択したり、見

いだしたりする力をさらにつけるために、情報過多の場面を提

示し、面積を求めるために必要な情報を取り出す活動などを意

図的に行っていきます。 

○「図形」領域では、直感的に図形を見いだしたり、図形の定義や

性質を根拠に筋道を立てて考えて図形を見いだしたりするな

ど、目的に応じて図形を見いだす活動を取り入れます。 



【算数Ｂでの６学年児童の正答率が高かった問題】 
ア 合同な正三角形で敷き詰められた模様の中に、条件に合う図形を見いだすことができること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【算数Ｂでの６学年児童の正答率が低かった問題】 
イ メモの情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目していることを解釈し、それを記述できるこ      
  と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【算数Ｂの分析】 

○算数Ｂの平均正答率は全国の正答率を上回っていま

す。 

○「数と計算」領域の正答率は 63.3％、「量と測定」領

域の正答率は 56.8％、「図形」領域の正答率は

66.4％、「数量関係」領域の正答率は 49.8％と、いず

れの領域においても全国平均を上回っています。 

○設問別に見ると、１（１）「合同な正三角形で敷き詰

められた模様の中に、条件に合う図形を見いだす」

問題、２（１）「示された情報を解釈し、条件に合う

時間を求める」問題において、全国と比べてそれぞ

れ 10.0％、9.5％上回っている状況です。 

○設問３（１）「メモの情報とグラフを関連付け、総数

や変化に着目していることを解釈し、それを記述す

る」問題では、全国の正答率を 1.1 ポイント上回っ

ているが、正答率が 21.8％と低い状況です。また、

無回答率は 25.5％と、全国平均よりも 7.5％上回っ

ている状況です。 

【算数Ｂにかかわる今後の取組】 

○複数の観点で示された情報とグラフを関連付けて解

釈し、表現することに課題が見られました。今後も収

集した情報を表やグラフに整理した後、複数の観点で

考察して表現する活動を積極的に取り入れていきま

す。また、グラフを読み取る観点が異なると、結論が

異なる場合もあることに気付くことができるように

指導していきます。 

○答えを求めるまでに複数の段階がある問題の解決の

際には、「なぜ，そのように考えたのか」を問うこと

で、複数の情報から数量を解釈し関連付けて、数量の

関係を見いだし、見通しをもつことができるように指

導していきます。 

○「図形」領域においては、図形の構成要素や性質を基

にして考えることが大切です。そのため、図形の構成・

分解の活動を通して、図形の性質についての理解をさ

らに深めることができるようにしていきます。 



 理  科  
【理科での６学年児童の正答率が高かった問題】 
 ア 骨と骨のつなぎ目について、科学的な言葉や概念を理解していること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【理科での６学年児童の正答率が低かった問題】 
イ ろ過の適切な操作方法を身につけていること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【理科の分析】 

○理科の平均正答率は全国の正答率をやや

下回っています。 

○主として「知識」に関する問題については

正答率が 78.0％と、全国の正答率と同様

です。主として「活用」に関する問題につ

いては正答率が 55.0％と、全国に比べる

とやや低い状況です。 

○Ａ区分では「物質」の正答率が 57.3％、

「エネルギー」の正答率が 51.8％と、全国

に比べるとやや低い状況です。Ｂ区分では

「生命」の正答率が 73.2％、「地球」の正

答率が 48.8％と、全国と同様です。 

○設問によって全国と比べた正答率にばら

つきが見られることから、いずれの区分に

ついても着実な理解に結びついていない

と考えられます。 

【理科にかかわる今後の取組】 

○Ｂ区分「地球」では実験結果を基に分析して考察し、その内容を

記述できるようにすることに課題が見られました。この課題を解

決するために、結果を表などに整理し、事実(条件と結果)と、そ

の解釈(結果から考えられること)の両方を整理して説明する授

業展開を積極的に取り入れていきます。 

○Ａ区分「エネルギー」では自分の考えと異なる他者の予想を把握

し、予想が確かめられた場合の実験結果の見通しをもって実験を

構想することに課題が見られました。この課題を解決するため

に、実験結果の見通しを伴った解決の方向性を構想し、より妥当

な考えへの改善へつながる授業展開を積極的に取り入れていき

ます。 

○Ｂ区分「生命」では野鳥を観察する際に、安全に留意していなか

ったり、野鳥の生態に影響を及ぼしたりするような解答が見られ

ました。そこで、生物の観察方法を構想し、その後、その構想し

た方法について根拠を基にして議論するなど、話合いを通して、

観察方法が安全への配慮と生物への影響を考慮したものになっ

ているか、その妥当性を検討するような授業を行っていきます。 


